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第１０章 施策の実施計画・経過観察 
 

 施策の実施計画 第１節

 本計画の第５章～第９章において定めた方針あるい

は内容に基づき、実施計画について本章に掲載する。 

 なお、下表で示した「長期」は、概ね 15 年先を想定

する。 

実施計画の項目は、保存管理、活用、整備の３つに区

分し、それぞれ施策の内容、実施時期などを示す。 

 

表 10-1 施策実施計画総括表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施策の経過観察 第２節

 施策の経過観察の方向性 （１）

 本計画に基づく各種事業は、耳取遺跡の史跡としての

本質的価値を十分に理解し、第５章に掲げた基本理念・

基本方針を踏まえながら着実に実施する。 

史跡の保存と有効活用は将来にわたって長期的、継続

的に取り組むべきものである。 

定期的に当初の理念に立ちかえって現況を把握し、問

題点や課題を改善していくことが求められる。 

 

短期 中期 長期

保存事業

整備事業

活用事業

運営連携体制の構築

活用プログラムの作成

公有地化の推進 ・ 保存管理体制の構築 ・ 日常的・継続的な維持管理

基本計画 実施設計

史跡および周辺の整備

プログラムの実施

H30年度
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 施策の経過観察の方法 （２）

 実施施策の進捗状況を把握するため、保存・活用・整

備・運営・体制のチェック項目ごとにその方法を整理し

て点検項目とし、年一回その達成度等について検証する。 

 検証結果については、計画の修正や見直しに反映させ

ていくものとする。 

 

表 10-2 チェック項目（案） 
 チェック項目 

保存 史跡指定地内 

 遺構・遺物は適切な方法で確実に保護されているか。 

出土遺物等の管理は良好な環境下でなされているか、台帳管理はされてい

るか。 

崩落等の危険性のある斜面部において定期的に巡回し、必要な対策を講じ

ているか。 

史跡指定地外 

 必要に応じた調査・保存がなされているか。 

周辺の自然について、その変化を把握し必要な対策を講じているか。 

住民参加 

 史跡を含め周辺の環境保全のため地域住民の意識醸成及び積極的な参加

を推進しているか。 

活用 学校教育等 

 小学校、中学校、高等学校、大学それぞれの興味や理解力に応じた活用や

連携が図られているか。 

地域・市民に向けた活用 

 市民が気軽に耳取遺跡を体験して学ぶ場を提供しているか。 

公民館や地域コミュニティと連携した取組や、より多くの市民が耳取遺跡

を活用できる機会を創出できているか。 

担い手となる人材の発掘・育成に取り組んでいるか。 

観光資源としての活用 

 市内外の人々に耳取遺跡を広く知ってもらい、多くの人々が訪れるよう誰

もが楽しむことができるイベント等が企画・実施されているか。 

自然環境を活かした縄文時代の暮らしを体験できるプログラムが企画・実

施されているか。 
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情報発信と PR 

 公民館や地域コミュニティと共同の広報活動は実施されているか、また、

みつけ伝承館や市内各施設での情報発信活動を行っているか。 

整備 活用のための整備（史跡指定地内） 

 ３時期を的確に伝えられる整備になっているか。 

活用のための整備（史跡指定地周辺） 

 縄文の生活を体験できる施設が整備されているか。 

眺望を活かした整備がされているか。 

日常利用できる遊歩道が整備されているか。 

活用のための整備（北谷公民館～史跡指定地） 

 誰もが史跡へアクセスしやすい整備がされているか。 

北谷公民館の周辺等を活用し遺跡の解説案内を行うガイダンス施設の整

備がされているか。 

運営 

体制 

関係機関との連携・協力など 

 庁内の関係部局との意見交換、連携・協力を図りながら事業を進めている

か。 

国・県との連絡調整を図り、協力を得ながら事業を進めているか 

市民や地域コミュニティ等と連携して事業を進めているか。 

民間企業と連携して事業を進めているか。 

  


